
令和７年第４回定例会は１２月８日に招集
され、会期を１０日までの３日間として開催
されました。一般会計及び各特別会計補正予
算、公の施設に係る指定管理者の指定４件等、
議案１７件について審議を行いました。

一般質問では３人の議員が質問に立ち、町
政に対する理事者の考えを質しました。
また、総務経済常任委員会及び民生文教常

任委員会から報告書の提出があったほか、関
係機関へ要請する意見書１件を審議し、原案
のとおり可決されました。

・ ３億１千４百９３２千円を追加する一般
会計補正予算（第６号）を可決。

令和７年
第４回定例会

第４回定例会
審議結果

審議結果 【第４回定例会】令和７年１２月８日～１０日の審議結果は下記のとおりです。
◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決

■定例会・臨時会出席状況一覧表 ※判定　○=出席、×=欠席、△=遅参・早退・中座、公=公務、忌=忌引

議員名

開会日

澤
出
　
明
宏

神
﨑
　
和
枝

江
口
　
勝
幸

青
山
　
金
助

川
上
　
弘
一

佐
々
木
陵
二

田
村
　
敏
郎

稲
垣
　
明
美

中
川
　
友
規

平
松
　
俊
一

上
野
　
武
彦

池
田
　
誠
悦

川
村
　
主
税

木
下
　
　
敏

第４回定例会
１２月　８日 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月　９日 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月１０日 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３回臨時会 １２月２６日 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区分 結果 番号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査

議

案

等

条例制定
付　託 議案第５１号 七飯町デマンド型交通の運行に関する条例の制定について 総務経済常任委員会へ付託
付　託 議案第５２号 社会福祉法人に対する助成の手続に関する条例の制定について 民生文教常任委員会へ付託
付　託 議案第５３号 七飯町附属機関設置条例の制定について 総務経済常任委員会へ付託

条例改正

付　託 議案第５４号 七飯町特別職非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 総務経済常任委員会へ付託
付　託 議案第５５号 七飯町手数料条例の一部改正について 総務経済常任委員会へ付託
付　託 議案第５６号 七飯町環境保全条例の一部改正について 総務経済常任委員会へ付託

◎ 議案第５７号 七飯町営住宅の設置条例の一部改正について

そ の 他

◎ 議案第５８号 七飯町道桜町２号線水無線こ線橋補修工事に係る協定について
◎ 議案第５９号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について
◎ 議案第６０号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について
◎ 議案第６１号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について
◎ 議案第６２号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について

補正予算

◎ 議案第６３号 令和７年度七飯町一般会計補正予算（第６号）
◎ 議案第６４号 令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
◎ 議案第６５号 令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
◎ 議案第６６号 令和７年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第３号）
◎ 議案第６７号 令和７年度七飯町水道事業会計補正予算（第１号）

意 見 書 ◎ 発議案第13号 地方税財源の充実確保を求める意見書

その他

報告済 常任委員会報告（総務経済常任委員会、民生文教常任委員会）
報告済 出納検査報告
承　認 議員の派遣について
許　可 閉会中の継続調査の申し出について
承　認 閉会中の委員会活動の承認について

令和８年２月
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◆�

七
飯
町
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
運
行
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
助
成
の
手
続
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
民
生
文
教
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

七
飯
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

七
飯
町
特
別
職
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

七
飯
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

七
飯
町
環
境
保
全
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

条
例
改
正

◆�

七
飯
町
営
住
宅
の
設
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
施
工
町
営
住
宅
老
朽
空
家
除

却
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
耐
用
年

数
を
経
過
し
た
公
営
住
宅
の
用
途
廃
止
を
行

う
た
め
。 

︹
令
和
８
年
４
月
１
日
施
行
︺

補
正
予
算

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

補
正
額
：
３
億
１
千
４
百
932
千
円

農
業
支
援
対
策
事
業
費
、
町
長
選
挙
執
行

費
、ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
等
に
伴
う
補
正
。

◆�

七
飯
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）�

補
正
額
：
５
百
655
千
円

◆�

七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

�

補
正
額
：
２
千
７
百
393
千
円

◆�

七
飯
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）�

補
正
額
：
１
千
843
千
円

◆�

七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）�

支
出
補
正
額
：
１
千
４
百
930
千
円

そ

の

他

◆�

七
飯
町
道
桜
町
２
号
線
水
無
線
こ
線
橋
補

修
工
事
に
係
る
協
定
に
つ
い
て

▽ 

協
定
の
目
的
：
七
飯
町
道
桜
町
２
号
線
水

無
線
こ
線
橋
補
修
工
事

▽
協
定
の
方
法
：
随
意
契
約

▽
協
定
金
額
：
１
億
１
百
030
千
円

▽ 

協
定
の
相
手
方
：
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式

会
社

◆�

七
飯
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
表
参
照
。

◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

◆
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
出
に
つ
い
て

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認
に
つ
い
て

発
議
案
（
意
見
書
）

◆
次
の
１
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
可
決

◎
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書

（
12
月
26
日
） 

臨
時
会

令
和
７
年 

第
３
回

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

補
正
額
：
２
億
496
千
円

物
価
高
騰
対
応
事
業
と
し
て
お
こ
め
券
配

布
事
業
、
上
下
水
道
料
減
免
支
援
事
業
、
子

育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
等
に
伴
う
補
正
。

◆�

七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算　
（
第

２
号
）�

支
出
補
正
額
：
１
百
58
千
円

◆�

七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）�

支
出
補
正
額
：
808
千
円

公の施設に係る指定管理者の指定について、次のとおり可決しました。

公の施設
の名称

七飯町パークゴルフ場 屋内ゲートボール場 七飯町大沼国際
交流プラザ

道の駅
なないろ・ななえ七飯コース 大中山コース すずらんコート ひまわりコート

公の施設
の位置

七飯町本町2丁
目140番地1

七飯町大川11
丁目347番地1

七飯町本町2
丁目96番地1

七飯町字大川
387番地1

七飯町字大沼町
85番地15

七飯町字峠下380
番地2

指定管理者
となるべき
団体の住所、
名称及び代
表者

亀田郡七飯町本町2丁目20番20号
グリーンP・Gサービス株式会社
代表取締役　大森　章吾

すずらんコート利用者の会
会長　逸見　和子

亀田郡七飯町字大
沼町85番地15
一般社団法人七飯
大沼国際観光コン
ベンション協会
代表理事
川村　晃也

亀田郡七飯町字峠
下380番地2
一般社団法人七飯
町振興公社
代表理事
山川　俊郎

指定管理
期間

令和8年4月1日から
令和11年3月31日まで

各委員会の活動報告
所管事務調査：総務経済常任委員会

令和７年６月６日、２４日、９月２６日、１０月１４日、２０日、１１月１０日、１２月１日の７日間、
委員会を開催し、商工労働観光課長、総務課長、政策推進課長の出席を求め、提出資料に基づく説明の聴
取を行った。移住定住施策等については、１１月４日から７日までの４日間、宮崎県都城市及び大分県豊
後高田市へ行政視察を行った。
【ふるさと納税について】

ふるさと納税事業の強化のためには、運営体制の充実を図るとともに、情報発信に必要な各種機器（スマートフォン、
カメラ等）を整備し、公式ＳＮＳ（Instagram、Facebook等）の早期開設等を行い、情報発信の強化が求められる。ま
た、新規返礼品取扱事業者開拓のためのセミナーを開催し、事業者の育成や意見交換が図られるためにも、事業者団体

※各委員会からの報告書を抜粋して掲載しています

報告書全文
は町ＨＰへ
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第４回定例会
１２月　８日 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月　９日 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月１０日 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３回臨時会 １２月２６日 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区分 結果 番号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査

議

案

等

条例制定
付　託 議案第５１号 七飯町デマンド型交通の運行に関する条例の制定について 総務経済常任委員会へ付託
付　託 議案第５２号 社会福祉法人に対する助成の手続に関する条例の制定について 民生文教常任委員会へ付託
付　託 議案第５３号 七飯町附属機関設置条例の制定について 総務経済常任委員会へ付託

条例改正

付　託 議案第５４号 七飯町特別職非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 総務経済常任委員会へ付託
付　託 議案第５５号 七飯町手数料条例の一部改正について 総務経済常任委員会へ付託
付　託 議案第５６号 七飯町環境保全条例の一部改正について 総務経済常任委員会へ付託

◎ 議案第５７号 七飯町営住宅の設置条例の一部改正について

そ の 他

◎ 議案第５８号 七飯町道桜町２号線水無線こ線橋補修工事に係る協定について
◎ 議案第５９号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について
◎ 議案第６０号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について
◎ 議案第６１号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について
◎ 議案第６２号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について

補正予算

◎ 議案第６３号 令和７年度七飯町一般会計補正予算（第６号）
◎ 議案第６４号 令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
◎ 議案第６５号 令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
◎ 議案第６６号 令和７年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第３号）
◎ 議案第６７号 令和７年度七飯町水道事業会計補正予算（第１号）

意 見 書 ◎ 発議案第13号 地方税財源の充実確保を求める意見書

その他

報告済 常任委員会報告（総務経済常任委員会、民生文教常任委員会）
報告済 出納検査報告
承　認 議員の派遣について
許　可 閉会中の継続調査の申し出について
承　認 閉会中の委員会活動の承認について
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審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

条
例
制
定

◆�

七
飯
町
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
運
行
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
助
成
の
手
続
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
民
生
文
教
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

七
飯
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

七
飯
町
特
別
職
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

七
飯
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆�

七
飯
町
環
境
保
全
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
総
務
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

条
例
改
正

◆�

七
飯
町
営
住
宅
の
設
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
施
工
町
営
住
宅
老
朽
空
家
除

却
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
耐
用
年

数
を
経
過
し
た
公
営
住
宅
の
用
途
廃
止
を
行

う
た
め
。 

︹
令
和
８
年
４
月
１
日
施
行
︺

補
正
予
算

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

補
正
額
：
３
億
１
千
４
百
932
千
円

農
業
支
援
対
策
事
業
費
、
町
長
選
挙
執
行

費
、ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
等
に
伴
う
補
正
。

◆�

七
飯
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）�

補
正
額
：
５
百
655
千
円

◆�

七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

�

補
正
額
：
２
千
７
百
393
千
円

◆�
七
飯
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）�

補
正
額
：
１
千
843
千
円

◆�
七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）�
支
出
補
正
額
：
１
千
４
百
930
千
円

そ

の

他

◆�

七
飯
町
道
桜
町
２
号
線
水
無
線
こ
線
橋
補

修
工
事
に
係
る
協
定
に
つ
い
て

▽ 

協
定
の
目
的
：
七
飯
町
道
桜
町
２
号
線
水

無
線
こ
線
橋
補
修
工
事

▽
協
定
の
方
法
：
随
意
契
約

▽
協
定
金
額
：
１
億
１
百
030
千
円

▽ 

協
定
の
相
手
方
：
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式

会
社

◆�

七
飯
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
表
参
照
。

◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

◆
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
出
に
つ
い
て

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認
に
つ
い
て

発
議
案
（
意
見
書
）

◆
次
の
１
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
可
決

◎
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書

（
12
月
26
日
） 

臨
時
会

令
和
７
年 

第
３
回

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

補
正
額
：
２
億
496
千
円

物
価
高
騰
対
応
事
業
と
し
て
お
こ
め
券
配

布
事
業
、
上
下
水
道
料
減
免
支
援
事
業
、
子

育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
等
に
伴
う
補
正
。

◆�

七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算　
（
第

２
号
）�

支
出
補
正
額
：
１
百
58
千
円

◆�

七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）�

支
出
補
正
額
：
808
千
円

公の施設に係る指定管理者の指定について、次のとおり可決しました。

公の施設
の名称

七飯町パークゴルフ場 屋内ゲートボール場 七飯町大沼国際
交流プラザ

道の駅
なないろ・ななえ七飯コース 大中山コース すずらんコート ひまわりコート

公の施設
の位置

七飯町本町2丁
目140番地1

七飯町大川11
丁目347番地1

七飯町本町2
丁目96番地1

七飯町字大川
387番地1

七飯町字大沼町
85番地15

七飯町字峠下380
番地2

指定管理者
となるべき
団体の住所、
名称及び代
表者

亀田郡七飯町本町2丁目20番20号
グリーンP・Gサービス株式会社
代表取締役　大森　章吾

すずらんコート利用者の会
会長　逸見　和子

亀田郡七飯町字大
沼町85番地15
一般社団法人七飯
大沼国際観光コン
ベンション協会
代表理事
川村　晃也

亀田郡七飯町字峠
下380番地2
一般社団法人七飯
町振興公社
代表理事
山川　俊郎

指定管理
期間

令和8年4月1日から
令和11年3月31日まで

各委員会の活動報告
所管事務調査：総務経済常任委員会

令和７年６月６日、２４日、９月２６日、１０月１４日、２０日、１１月１０日、１２月１日の７日間、
委員会を開催し、商工労働観光課長、総務課長、政策推進課長の出席を求め、提出資料に基づく説明の聴
取を行った。移住定住施策等については、１１月４日から７日までの４日間、宮崎県都城市及び大分県豊
後高田市へ行政視察を行った。
【ふるさと納税について】

ふるさと納税事業の強化のためには、運営体制の充実を図るとともに、情報発信に必要な各種機器（スマートフォン、
カメラ等）を整備し、公式ＳＮＳ（Instagram、Facebook等）の早期開設等を行い、情報発信の強化が求められる。ま
た、新規返礼品取扱事業者開拓のためのセミナーを開催し、事業者の育成や意見交換が図られるためにも、事業者団体

※各委員会からの報告書を抜粋して掲載しています

報告書全文
は町ＨＰへ
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等の組織整備を行い、年間を通じて安定的に供給が可能な返礼品をはじめ、魅力ある返礼品の開拓により、更なる寄附
額増加が図られることを強く望む。
【各種事務規定について】

打合せ協議に係る文書の作成において、公文書の作成は、軽易なものを除き、作成するとされているが、軽易なもの
についての判断は各担当に委ねられていることから、軽易なものの基準を定めることで、公文書の作成基準を明確にし、
統一的な事務処理を行うべきである。また、相談業務や苦情対応等における各種ハラスメント事案の発生を簡易に確認
できるよう、打合せ記録の様式の整備を図り、課内での情報共有をはじめ、上司や同僚へ相談しやすい職場環境の構築
が求められる。
【移住定住施策等について】

移住希望者の受入体制においては、今回行政視察を行った都城市を参考に、移住・定住サポートセンター、雇用コー
ディネーター、空き家相談センター等を構成するワンストップで対応が可能となるサービスの提供や、豊後高田市の定
住促進無償宅地事業を例に、移住者が長く住み続けられる施策の実施が求められている。また、移住希望者の条件を満
たし、広く移住者を呼び込むためには、就業場所の確保に繋がる企業誘致や、住居の提供に係る空き家対策などを更に
強化し、移住定住者の増加に寄与する施策の実施を強く望む。

所管事務調査：民生文教常任委員会
令和７年６月６日、２５日、７月２９日、８月２１日、９月２６日、１０月８日、２３日、３１日、１１月２０日、

１２月２日の１０日間、委員会を開催し、福祉課長、健康推進課長、学校教育課長、環境生活課長、教育監兼教育総務
課長の出席を求め、提出資料に基づいた説明の聴取及び現地調査を行った。また、リサイクル施設の運営について、ラ
ムサール条約登録湿地の保全活動及び環境学習について１１月１０日から１３日までの４日間において、佐賀県佐賀市、
佐賀県有田町にて行政視察を行った。
【発達障がい者及び引きこもり者の町内の状況と対策について】

発達障がいを抱える子への支援を行うためには、早期発見が非常に重要になってくる。その子に合わせた関わり方、
特性に合わせた配慮・支援をすることによってその子なりの発達を促すことに繋がることが期待される。町においても、
３歳児健診や５歳児健診時はもちろん、保護者や保育園等からの相談に対応し、早期発見に繋がる体制が構築されている。

就学時においては、健康推進課と学校教育課が情報を共有し、支援が必要となる児童・生徒の把握に努めている。ま
た、保護者と連携した対応が必要となる中、保護者との関係構築に向けた丁寧な説明を今後も継続して実施されること
が望まれる。

引きこもり支援に対しても、七飯町社会福祉協議会等と連携し様々な取組を実施しており、支援体制が構築されてい
る。個別の事情もあり、引きこもりを解消することだけが問題の解決とはならないが、８０５０問題など時代の変化に
対応した支援体制の構築が望まれる。

発達障がい、引きこもり等の支援が必要な方の一助となるよう、きめ細やかな対応が継続され、更なる支援体制の拡
充が図られることを望んで委員会報告とする。
�【リサイクル施設の運営について】

当町のリサイクル施設は稼働から２９年が経過し、機器類、設備ともに老朽化のため今後の更新について検討してい
かなければならない状況である。更新について検討の際には、民間事業者との連携を考慮することや、現在町では可燃
ごみとして処理している剪定枝についても視察先である有田町のように有効活用する方策も含めて、有効な施設の在り
方を検討していくことを望む。

また、プラスチック圧縮梱包機の導入を行っているが、人員による選別作業は継続して行われており、視察先におい
ても「毒性のある植物を除くことやリサイクル品の販売会など、住民の理解・協力があるから行えている取り組みであ
る」と担当者から説明があった。行政と住民が協力しながらごみの処理について考えていくことが重要であり、町民に
対し施設での作業実態を周知するなど、町民の意識向上につながる取組の推進を望み委員会報告とする。
【ラムサール条約登録湿地の保全活動及び環境学習について】

平成２４年のラムサール条約登録以降、環境学習や保全活動を継続して実施しているが、子ども達の学習の場が更に
充実するよう、広いスペースを確保の上で展示を増やすなどの取組をラムサール協議会と連携し進めていくことが必要
である。

また、視察先の佐賀市での取組のように地域住民と一体となって大沼という素晴らしい環境をより活用していくため
にも、住民の理解・協力を得られるよう周知活動の推進が図られることを望み委員会報告とする。
�【藤城小学校グラウンド擁壁の傾倒について】

藤城小学校グラウンド擁壁補修調査設計委託業務において、シングル鉄筋を採用したことにより本事案が発生してい
ると指摘を受けている。過去の資料からは当時シングル鉄筋を採用した経緯は不明であり、建設時点での役場側の対応
には問題があったと指摘せざるを得ない。

また、擁壁の傾倒から１年以上が経過しており、これまでの対応の遅れも問題であり、今後はスピード感を持った対
応が必要である。

今後については、子ども達がグラウンド利用するにあたり支障が生じないよう方法の検討を行い、地域に対しても十
分な説明を行った上で対応に当たることを望んで委員会報告とする。
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問

質 般

一
　

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
本
人
が
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答
弁
に
つ
い
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
に
疑

問
点
を
質
し
、所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
個
人
ご
と
の

質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質問項目は
こちら

質
問
議
員
３
人
　
質
問
項
目
５
問

ＳＮＳ公式アカウント開設のお知らせ

町
内
の
情
報
周
知
と
災
害
時
に
お
け
る

住
民
避
難
に
つ
い
て

江
口
　
勝
幸
　
議
員

Q
今
年
の
８
月
に
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生
し
、

町
内
各
所
に
も
大
き
な
被
害
が
起
き
た
。
そ

の
現
状
を
ふ
ま
え
災
害
時
に
町
が
発
す
る
情

報
周
知
の
為
に
使
用
さ
れ
る
連
絡
対
応
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。
避
難

行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
制
度
に
お
け
る
年

毎
の
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

A
情
報
周
知
に
つ
い
て
は
防
災
無
線
、
町
の

ア
プ
リ
等
に
て
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

個
別
計
画
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
連
合
会
の

皆
様
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
「
学
童
保
育

の
現
状
と
児
童
館
に
つ
い

て
」
ほ
か

動画で確認

福
祉
灯
油
に
つ
い
て

上
野
　
武
彦
　
議
員

Q
前
回
、
申
請
率
を
80
％
台
ま
で
引
き
上
げ

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
ど
う

な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
す
べ
て
の
物
価
が
高

騰
し
て
お
り
、
所
得
の
少
な
い
非
課
税
世
帯

を
応
援
す
る
冬
場
の
福
祉
灯
油
に
つ
い
て
、

七
飯
町
は
渡
島
桧
山
の
自
治
体
で
最
低
の
５

千
円
で
あ
る
。
こ
の
際
他
の
市
町
並
み
に
１

万
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
支
給
率
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
は
74.4
％

と
約
14
％
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
物
価
高
騰
対

策
、
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
事
業
な
ど
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味
し
た
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え
で
、
今
後
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祉
灯
油
の
金
額
、

あ
る
い
は
支
給
す
る
年
齢
条
件
に
つ
い
て
も

総
合
的
に
改
善
し
て
い
く
方

向
で
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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避
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テ
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億
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程
の
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置
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と
は
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分
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８
千
万
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管
理
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を
前
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る
が

今
定
例
会
で
追
加
補
正
予
算
も
組
ま
れ
、
他

に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
避
難
所
に
よ
っ
て
は
照
明
等
仮
設
組
立
の

必
要
な
施
設
も
あ
る
。
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム

の
運
営
に
毎
年
200
万
円
程
、
そ
の
他
に
機
器

の
更
新
時
等
は
そ
の
分
の
費
用
が
発
生
す

る
。
１０
年
契
約
後
に
関
し
て
は
正
確
な
見
積

り
で
は
な
い
が
今
以
上
の
経
費
が
必
要
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問　

町
内
の
交

通
安
全
対
策
と
交
通
安
全
施

設
に
つ
い
て

動画で確認

七飯町議会のYouTubeチャンネルで
は、各定例会・臨時会・予算審査及び決
算審査特別委員会の録画中継を配信して
おります。YouTubeで七飯町議会と検
索していただくか、町公式ホームページ
の七飯町議会のページからもご覧いただ
けます。

また、町公式ホームページでは議案等
もご覧いただけるようになっておりますの
で、併せてご覧ください。

七飯町議会
YouTube
チャンネル

七飯町議会
ホームページ

七飯町議会では、Facebook及びInstagram
に公式アカウントを開設しました。

各委員会の開催状況などを議員自らアップして
いきますので、ぜひフォローしていただければと
思います。

七飯町議会
Instagram
アカウント

七飯町議会
Facebook
アカウント

▼青山金助議員がご逝去

青山金助議員（満７０歳）が、令和７年

１２月１３日にご逝去されました。青山金

助氏は、平成１９年５月に当選以来、５期

１９年の間、町政の進展と地方自治の発展

に尽力されました。

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

令和８年定例会の開催予定

※ 上記の日程は変更になる場合もありますので、お手数で
すが、ホームページ又は議会事務局へご確認ください
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等の組織整備を行い、年間を通じて安定的に供給が可能な返礼品をはじめ、魅力ある返礼品の開拓により、更なる寄附
額増加が図られることを強く望む。
【各種事務規定について】

打合せ協議に係る文書の作成において、公文書の作成は、軽易なものを除き、作成するとされているが、軽易なもの
についての判断は各担当に委ねられていることから、軽易なものの基準を定めることで、公文書の作成基準を明確にし、
統一的な事務処理を行うべきである。また、相談業務や苦情対応等における各種ハラスメント事案の発生を簡易に確認
できるよう、打合せ記録の様式の整備を図り、課内での情報共有をはじめ、上司や同僚へ相談しやすい職場環境の構築
が求められる。
【移住定住施策等について】

移住希望者の受入体制においては、今回行政視察を行った都城市を参考に、移住・定住サポートセンター、雇用コー
ディネーター、空き家相談センター等を構成するワンストップで対応が可能となるサービスの提供や、豊後高田市の定
住促進無償宅地事業を例に、移住者が長く住み続けられる施策の実施が求められている。また、移住希望者の条件を満
たし、広く移住者を呼び込むためには、就業場所の確保に繋がる企業誘致や、住居の提供に係る空き家対策などを更に
強化し、移住定住者の増加に寄与する施策の実施を強く望む。

所管事務調査：民生文教常任委員会
令和７年６月６日、２５日、７月２９日、８月２１日、９月２６日、１０月８日、２３日、３１日、１１月２０日、

１２月２日の１０日間、委員会を開催し、福祉課長、健康推進課長、学校教育課長、環境生活課長、教育監兼教育総務
課長の出席を求め、提出資料に基づいた説明の聴取及び現地調査を行った。また、リサイクル施設の運営について、ラ
ムサール条約登録湿地の保全活動及び環境学習について１１月１０日から１３日までの４日間において、佐賀県佐賀市、
佐賀県有田町にて行政視察を行った。
【発達障がい者及び引きこもり者の町内の状況と対策について】

発達障がいを抱える子への支援を行うためには、早期発見が非常に重要になってくる。その子に合わせた関わり方、
特性に合わせた配慮・支援をすることによってその子なりの発達を促すことに繋がることが期待される。町においても、
３歳児健診や５歳児健診時はもちろん、保護者や保育園等からの相談に対応し、早期発見に繋がる体制が構築されている。

就学時においては、健康推進課と学校教育課が情報を共有し、支援が必要となる児童・生徒の把握に努めている。ま
た、保護者と連携した対応が必要となる中、保護者との関係構築に向けた丁寧な説明を今後も継続して実施されること
が望まれる。

引きこもり支援に対しても、七飯町社会福祉協議会等と連携し様々な取組を実施しており、支援体制が構築されてい
る。個別の事情もあり、引きこもりを解消することだけが問題の解決とはならないが、８０５０問題など時代の変化に
対応した支援体制の構築が望まれる。

発達障がい、引きこもり等の支援が必要な方の一助となるよう、きめ細やかな対応が継続され、更なる支援体制の拡
充が図られることを望んで委員会報告とする。
�【リサイクル施設の運営について】

当町のリサイクル施設は稼働から２９年が経過し、機器類、設備ともに老朽化のため今後の更新について検討してい
かなければならない状況である。更新について検討の際には、民間事業者との連携を考慮することや、現在町では可燃
ごみとして処理している剪定枝についても視察先である有田町のように有効活用する方策も含めて、有効な施設の在り
方を検討していくことを望む。

また、プラスチック圧縮梱包機の導入を行っているが、人員による選別作業は継続して行われており、視察先におい
ても「毒性のある植物を除くことやリサイクル品の販売会など、住民の理解・協力があるから行えている取り組みであ
る」と担当者から説明があった。行政と住民が協力しながらごみの処理について考えていくことが重要であり、町民に
対し施設での作業実態を周知するなど、町民の意識向上につながる取組の推進を望み委員会報告とする。
【ラムサール条約登録湿地の保全活動及び環境学習について】

平成２４年のラムサール条約登録以降、環境学習や保全活動を継続して実施しているが、子ども達の学習の場が更に
充実するよう、広いスペースを確保の上で展示を増やすなどの取組をラムサール協議会と連携し進めていくことが必要
である。

また、視察先の佐賀市での取組のように地域住民と一体となって大沼という素晴らしい環境をより活用していくため
にも、住民の理解・協力を得られるよう周知活動の推進が図られることを望み委員会報告とする。
�【藤城小学校グラウンド擁壁の傾倒について】

藤城小学校グラウンド擁壁補修調査設計委託業務において、シングル鉄筋を採用したことにより本事案が発生してい
ると指摘を受けている。過去の資料からは当時シングル鉄筋を採用した経緯は不明であり、建設時点での役場側の対応
には問題があったと指摘せざるを得ない。

また、擁壁の傾倒から１年以上が経過しており、これまでの対応の遅れも問題であり、今後はスピード感を持った対
応が必要である。

今後については、子ども達がグラウンド利用するにあたり支障が生じないよう方法の検討を行い、地域に対しても十
分な説明を行った上で対応に当たることを望んで委員会報告とする。
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の
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と
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動画で確認

七飯町議会のYouTubeチャンネルで
は、各定例会・臨時会・予算審査及び決
算審査特別委員会の録画中継を配信して
おります。YouTubeで七飯町議会と検
索していただくか、町公式ホームページ
の七飯町議会のページからもご覧いただ
けます。

また、町公式ホームページでは議案等
もご覧いただけるようになっておりますの
で、併せてご覧ください。

七飯町議会
YouTube
チャンネル

七飯町議会
ホームページ

七飯町議会では、Facebook及びInstagram
に公式アカウントを開設しました。

各委員会の開催状況などを議員自らアップして
いきますので、ぜひフォローしていただければと
思います。

七飯町議会
Instagram
アカウント

七飯町議会
Facebook
アカウント

▼青山金助議員がご逝去

青山金助議員（満７０歳）が、令和７年

１２月１３日にご逝去されました。青山金

助氏は、平成１９年５月に当選以来、５期

１９年の間、町政の進展と地方自治の発展

に尽力されました。

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

令和８年定例会の開催予定

※ 上記の日程は変更になる場合もありますので、お手数で
すが、ホームページ又は議会事務局へご確認ください
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